
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

お車でお越しの方　無料駐車場210台有

入院面会時間 14：00～17：00

公共

交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き

静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

※面会-ご来院について、皆様へお願いがございます。詳しくはホームページをご覧ください。
コロナウイルス感染の状況により、診療・面会について変更となる場合がございます。
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山之上 弘樹
院 長

　あけましておめでとうございます。
　昨年も地域の皆様に大変お世話になりました。ありがとうございました。
　本年は新型コロナウイルス感染症に対する政策が、大きく変更されると思われます。この数年の経
験からすると、新型コロナウイルスが消えてなくなることは望み薄のようで、どのようにコロナウイルス
と共存していくのかを、考えていかなければならないようです。
　病院にとっては、いわゆる感染症法の５類に変更すれば全て問題解決、とはなりません。やはり何ら
かの隔離を行いますし、感染者数が増えてくれば入院のための病床は足りなくなる事が予想されます。
さらにインフルエンザの流行が起こってくると、こちらも病院内では隔離を行うため状況は複雑になり
ます。これまで以上に難しい舵取りが求められそうです。
　当院はこの地域に貢献するために存在しております。職員一同、本年も日々精進を重ねてまいりま
す。本年も旧年同様引き続きよろしくお願いいたします。



部署便り 放射線科の新しい取り組み

　放射線科では認知症についての医療講演を行っています。皆さんに認知症に

ついて深く知っていただき、早期発見・早期治療により病状を抑えることで認

知症に悩まされる人、またそのご家族が少なくなってくれることを願っていま

す。最近では、治療薬の発展により進行を抑えることも可能です。ご要望があ

れば早期発見のための“認知症ドック”を始めたいと考えています。

　近いうちに心臓カルシウムスコアリングを心臓ドックのオプションとして選

択できるようになります。心臓カルシウムスコアリングとは心臓をCT装置で撮

影し、解析することによって心疾患が起こりやすい状態か確認することが出来

る検査です。検査時間は５分程度、薬剤や痛みなどもなく簡便に行えます。心

筋梗塞など事前症状の無い疾患に有効です。慢性疾患のある方にはぜひ受けて

頂きたい検査です。

心臓検査をお勧めする人
＊坂道、階段等で息切れ、

　胸の苦しさがある方

＊胸部痛のある方

＊高血圧、糖尿病、高脂血症、

　高尿酸血症のある方

＊タバコを吸う方

＊肥満気味である方

＊ストレスの溜まっている方

＊40代以降の方　

認知症の医療講演

心臓カルシウムスコアリング



摂食嚥下チーム
ホームページサイト
摂食嚥下チーム
ホームページサイト

新規
オープン

　2023年1月1日より静岡徳洲会病院摂食嚥下チームによるホー
ムページサイトがオープンしました。
　患者様に口から食べる事の喜びを、地域の方に知っていただき
たいという摂食嚥下チームのメンバーの想いから専用サイトを作
成する事になりました。
　サイトでは摂食嚥下チームの活動内容、メンバーからのメッセー
ジ、これからチームが地域の為に行いたい事などを紹介したサイ
トになっています。今後とも摂食嚥下チームをよろしくお願い致し
ます。

摂食嚥下サイトURL
https.//www.shizutoku.jp/nst/



　当院は460床のケアミックス型の病院です。入院患者様の高齢化が進み、筋力低下や活動性
の低下した「フレイル」の状態で入院される方が増えています。また、入院加療する中で絶
食、安静による低栄養により筋肉量の減少および筋力の低下がおき「サルコぺニア」となり、
ますます口から食べることができず摂食嚥下障害が発生します。入院後、早期に経口から栄養
を摂取することが、口から食べる喜びを取り戻し、生きていくことの価値を見いだし、人間と
しての尊厳を守ることにつながると考えま
す。
　今年度、看護部の目標に「口から食べるプ
ロジェクト」を掲げ看護師・看護補助者と協
働して取り組むことにしました。これまで実
施できなかった原因として、看護職の意識が
低く取り組まなかったこと、看護補助者との
役割分担が明確になっていないこと、急性期
入院からの早期の口腔評価がされずケアが行
き届かなかったことなどが要因に上がりまし
た。これらを解決しながら、口から食べられ
る患者様が増加し、取り組後の看護補助者の
やりがい感が高まることを目標におき活動しました。看護補助者は食べられる体づくりに取り
組み、嚥下体操、顔のマッサージ、パタカラ体操、スポンジブラシの口腔ケア、唾液腺マッ

サージ、ポジショニング、車いす乗車による
散歩など、覚醒を促し寝たきりにならないよ
う生活上必要なケアを積極的に行うようにし
ました。６ヶ月経過した現在、入院時は口か
ら食べられなかった患者様のうち15名が口か
ら食べられるようになりました。職員から
は、患者様の笑顔がふえて嬉しい、皆で毎日
取り組むことでやりがいを感じられる、無表
情の患者様が自分のケアによって変化がおき
て楽しいなどの意見が寄せられました。

　12月15日には、看護補助者の「口から食
べるプロジェクト」業務改善発表会が行われ
ました。外来から病棟へと継続した取り組み
ができ、患者様の笑顔が増え、その笑顔をみ
ている職員の笑顔が増え、はじめは尻込みし
ていた職員も取り組んでよかったと充実した
発表会となりました。今後も看護師と看護補
助者と協働して患者様に喜んでもらえる看護
を展開していきたいと思っています。

静岡徳洲会病院　看護部長　西郷美智子

「口から食べるプロジェクト」推進中‼
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